
1 趣　　　　　旨

2 日　　　　　時 令和５年２月１９日（日）　　午前９時～　検量、　午前９時３０分～抽選

3 会　　　　　場 福井県立武道館　福井市三ツ屋町８－１－１

4 主　　　　　催 （一財）福井県剣道連盟

5 出場選手資格
（１）本県剣道連盟の会員であって、全日本剣道連盟登録者規定に適合している者。
（２）次の各部の学生･職域･年齢に適合する者を選考する。
　　第71回全日本都道府県対抗剣道優勝大会

先鋒 ・・・高校生（男子）
次鋒 ・・・大学生（男子）
５將 ・・・年齢１８歳以上３５歳未満の者、警察職員・教職員・高校生・大学生を除く
中堅 ・・・教職員の者、年齢制限なし
３将 ・・・警察職員の者、年齢制限なし
副将 ・・・３５歳以上の者、警察職員・教職員を除く
大将 ・・・５０歳以上、剣道教士七段以上の者

　　第15回全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会
次鋒 ・・・大学生（女子）※高専学生は4～5年生が出場可能。短大生も含む。
５將 ・・・年齢１８歳以上の者　高校生・大学生を除く※大学院生・大学研究生・専門学生は含む。
中堅 ・・・年齢３０歳以上の者　　　　　〃
３将 ・・・年齢３０歳以上の者　　　　　〃
副将 ・・・年齢４０歳以上の者　　　　　〃
大将 ・・・年齢５０歳以上の者　　　　　〃

（３）年齢基準は、大会前日（男子４月２８日、女子７月８日）とする。
（４）職業資格基準は、大会当日とする。（ただし、女子の５将から大将の職業は問わない。）
（５）職業資格・高校生・大学生の資格基準は、大会当日とする。
（６）予選会出場は１ヶ所とし、違反した者は出場を取り消す。
（７）大学生は地区剣道連盟加入者で、その地区剣道連盟からの推薦を得たもの（最高３名）とする。
　　　また、地元大学（福井大学、福井工業大学、仁愛大学、福井県立大学）からは、別途男女各３名

（８）男子は監督１名、選手７名、女子は監督１名、選手７名とする。

6 選考方法
（１）財団法人　全日本剣道連盟剣道試合･審判規則と同細則、および主催大会実施にあたっての感染
　　 拡大予防ガイドライン（新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合・審判方法）に記載
　　 の試合方法による。参加者には、各地区連盟から周知徹底をお願いします。
（２）各部の試合はトーナメント戦またはリーグ戦とし、１位･２位･３位を決定する。
（３）試合は３本勝負とし、試合時間は５分とする。勝負の決まらない場合は、延長戦を行う。
　　 延長戦は３分区切りで、延長３回で１回３分間の休憩を取り勝敗の決するまで継続する。
（４）高校生男子については、令和４年１１月１９・２０日福井県高等学校新人大会（個人戦）ベスト１６
     の選手から選考する。
（５）高校生女子については、６月の県高校総体個人戦優勝者を選考することとする。
（６）女子選手の選考について

　　　の出場を認める。

 第71回全日本都道府県対抗剣道優勝大会ならびに第15回全日本都道府県
 対抗女子剣道優勝大会（先鋒の部を除く）福井県選手選考会実施要項　

　　　

　全日本都道府県対抗剣道優勝大会ならびに全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会において、本県チー
ムが入賞し、本県民の意識高揚と剣道の普及振興を図るために、福井県剣道連盟が予選会を開催し、選手
を選考する。

（一財）福井県剣道連盟

※　選手の登録は、年齢順とするため、申込後の選手変更によってはオーダーの順番が変更となる場合
　　　がある。
※　中堅と３将は一括して試合を行い、上位２名を選考する。
※　各年代に必要数の参加がなかった場合は、上の年代の次点者を選考する。



7 出場選手の申し込み
　令和５年２月１０日（金）正午までに、別紙に定める申込用紙により県剣道連盟事務局に提出する。

8 その他
（１）健康調査票の記入と提示について（新型コロナウイルス感染拡大予防のため）
　　 県選考会参加者は、大会当日受付で検温・手指消毒を行うとともに、別紙（健康調査票）を受付で
　　 提示する。なお、健康調査票は県選考会後、３月５日まで保管すること。
（２）新型コロナウイルス感染拡大防止のため、面マスク（鼻も覆う）、マウスシールドを着用することとする。
（３）諸般の事情により実施できない部門があった場合には、別途実施する。
（４）本選考会は観客の入場を許可する。観戦希望者は、受付で別紙（観客用健康調査票）を記入提出し、
　　 2階観覧席で観戦することとする。１階競技場への立ち入りは禁止する。

①竹刀等については次の事項を遵守すること。
　　参加者は、午前９時～午前９時３０分の間に、受付・竹刀検量を済ませること。
　　・検量は表１、表２及び図のとおり実施する。
②小手については次の事項を遵守すること。
　　・小手は、こぶしと前腕（肘から手首の最長部）の１／２以上を保護し、安全性を保つため
　　　小手頭部および小手ふとん部は打突の衝撃緩衝能力がある。
　　・小手ふとん部のえぐり（クリ）の深さについては小手ふとん最長部と最短部の長さの差が、
　　　２．５ｃｍ以内である。
③面については次の事項を遵守すること。
　　・面ふとんは安全性を保つため、肩関節を保護する長さがあり、打突の衝撃緩衝能力が
　　　あるものとする。
④剣道着については次の事項を遵守すること。
　　・剣道着の袖は、安全性を保つため、肘関節を保護する長さを確保すること。
　　　（構えたときに肘関節が隠れること）

表１　竹刀の長さ、重さ、太さ

一般・大学生 １２０ｃｍ以下
高校生 １１７ｃｍ以下

一般・大学生 １２０ｃｍ以下
高校生 １１７ｃｍ以下

表２　二刀の場合の竹刀の長さ、重さ、太さ（高校生・大学生・一般共通）

大刀 １１４ｃｍ以下

小刀 ６２ｃｍ以下

大刀 １１４ｃｍ以下

小刀 ６２ｃｍ以下

図　竹刀の先皮長、先皮先端部最小直径、ちくとう直径値の計測方法
　　＜竹刀の先皮長、先端部最小直径の計測方法＞

　　　　　　計測位置
（先端から１．５ｃｍ）
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子
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子
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ちくとう最小直径先端部最小直径
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子
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性
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（５）剣道大会における、剣道用具の取り扱いについては、安全性・公平性の観点から以下の通りと
　　　する。

長さ
（全長）

重さ

２１ｍｍ以上
２１ｍｍ以上
２１ｍｍ以上

重さ

５１０ｇ以上
４８０ｇ以上
４４０ｇ以上
４２０ｇ以上

２１ｍｍ以上

２５ｍｍ以上

先端部最小直径 ちくとう最小直径
２０ｍｍ以上

１９ｍｍ以上

２４ｍｍ以上 ２０ｍｍ以上

計測位置
（対角径）

２５ｍｍ以上

１９ｍｍ以上

２５ｍｍ以上

２４ｍｍ以上

４４０ｇ以上

２８０ｇ～３００ｇ

２６ｍｍ以上
２６ｍｍ以上

計測位置
（対辺径）

計測位置
（先端から８ｃｍ）

４００ｇ以上

２４ｍｍ以上２５０ｇ～２８０ｇ

太さ


